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受賞報告

日本作物学会賞（第57回）を受賞

日本草地学会研究奨励賞を受賞

　九州沖縄農業研究センターの森田 敏 上席研究員
（水田作・園芸研究領域）が「水稲高温登熟障害に
関する生理生態学的研究と被害軽減技術の開発」に
より第 57 回 日本作物学会賞を受賞しました。この
賞は、日本作物学会が作物学に関する学術上顕著な
業績を挙げたものに対し、日本作物学会賞を贈りこ
れを表彰するものです。
　近年、水稲の登熟期（米粒にでん粉などが蓄積
される時期）が高温となり、米粒の外観品質が低下
したり、粒重が低下する高温登熟障害が西日本を中
心に多発しています。高温登熟障害の発生程度は栽
培条件や品種によって異なることがわかっています
が、どのようにして障害が発生するのかについては
不明な点が多くありました。
　そこで、森田上席研究員は気温、日射量、施肥量、
品種が高温登熟障害に与える影響や要因を解析し、
温暖化で予想される夜温の上昇が登熟に及ぼす悪影
響とその生理的メカニズムを明らかにしました。こ
れらの知見を参考に高温登熟障害を軽減するための

　九州沖縄農業研究センターの金子 真 研究員が
「低投入な植生と養分管理にもとづく最適な飼料生
産に関する研究」により日本草地学会研究奨励賞を
受賞しました。本賞は基金創設者の名前を記念して
三井賞と称し、日本草地学会正会員または学生会員
で将来の研究発展が期待される研究者を表彰するも
のです。
　金子研究員は、投入する資材や労力を少なくして
粗飼料を生産することを目的に、無施肥のシバ放牧
草地で牧草の刈り取り高さが生産に与える影響、お
よび、無施肥シバ草地でのリンが循環利用される仕
組みを解明しました。
　さらに、飼料用ダイズの栽培方法として、採草後
に再生してくるイタリアンライグラスをリビングマ
ルチとして利用する方法を確立しました。

施肥法「気象対応型栽培法」を提唱するとともに乳
心白粒の発生程度を収穫前に判定する玄米断面の測
定技術も開発しました。この技術は、共済制度の被
害補償にも活用できる装置として実用化されていま
す。

森田上席研究員（左上は受賞メダル）

金子研究員
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